















































































































































ステップ 1 選択した q個の変数 Ylのみに
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は,(1.運営体制 2.情報公開 3.環境教育 4.拷
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2 13735() 04 137750 -007 137680
q- 17と q=4では,ステップ 1で運ばれた変数が異なり,ステップ 2 と 3でi>ば
れた禁数が同じなので,上の行にステ ップ 1で運ばれた変敦によも誤差平方和,下の行にス
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q - ll.q - 10 の a は Backward,b は Forward,C は Backward-







の用事 3.食事4.通勤 ･通学 5.仕事 6.学業 7.
家事 8.介護 ･看護 9.育児 10.買い物 11.移動
(通勤 ･通学以外)12.テレビ･ラジオ ･新聞 ･
雑誌 13.休業 ･くつろぎ14.学習 ･研究 (学業






























図 2‥第 1主成分と第2主成分の布置 :(i)全変
数を用いたとき,(i)7変数 (1.睡眠,4.通勤 ･
通学,5.仕事,6.学業,12.テレビ･ラジオ･新
























































Orthogonalscore estimation with vari-
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図 7:Web版 :選択結果 (qごとの規準値と選
択変数)
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図 11:RConsole上の入力と出力の遷移 (上か
ら3つ目の選択により,図9のように通常の主
成分分析の結果が表示され,最後の選択によっ
て,図 10のように結果が得られる｡)
